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プラスチック分別収集市場調査経費について

１ 事業概要

現在家庭ごみとして溶融処理しているプラスチックごみについて、令和１７年

度に稼働開始を目指す新ごみ処理施設整備に合わせ実施する、新たな分別収集・

リサイクル体制の構築の検討に資するため、サウンディング型の市場調査を行う

もの。

２ 事業内容

可能な限り民間資本による設備投資を促すため、専門コンサルタントの支援を・

受け、プラスチックリサイクル事業者と市場対話を行う。

・本市の現状に即した持続可能なリサイクル体制を構築するため、プラスチック

リサイクル事業者からの事業提案を募集する。

・参入意欲、事業化の手法、事業実施に向けた課題等の事業提案により、本市で

の分別収集実施に向け情報収集を行う。

※事業者関係図

３ 事業費

サウンディング型市場調査支援業務委託等 4,023千円（全額一般財源）

４ スケジュール

令和８年 ４月 事業者選定（専門コンサルタントを想定）手続

８月 提案事業者（プラスチックリサイクル事業者）募集

９月 応募事業者との個別対話の実施

１０月 委託業者による報告書の納品

プラスチック
リサイクル

事業者
市場対話 秋田市

提案支援

事業提案

 運営支援
提案支援

【委託先】

専門
コンサルタント
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予 算 決 算 委 員 会 資 料  

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日  

ごみ処理施設建設準備室  

 

新ごみ処理施設整備基本計画策定等経費について 

 

１ 事業概要 

 持続可能なごみ処理体制を構築するため、総合環境センターの敷地内において

老朽化した各施設の建替等を計画している。令和１７年度の新焼却施設の稼働お

よび周辺８市町村による広域処理の開始を目指し、令和８年度から地歴調査、測

量・地質調査、最終処分場整備検討、排水処理施設改修検討、基本計画策定およ

び環境影響評価を行うものである。 

 

２ 事業費内訳 

  基本計画策定等業務の委託料と廃棄物専門コンサルタントの選定に必要な事務

費を計上する。なお、委託料については、令和８年度から令和１２年度までの継

続費を設定する。 

 (1) 令和８年度 193,600千円 

    委託料                  193,392千円 

    事務費（プロポーザル審査委員の報償費等）   208千円 

 (2) 継続費総額 432,189千円 

    委託料（令和８～12年度） 

                           （単位：千円） 

年度 年割額 

財源内訳 

特定財源※ 
一般財源

 

国庫支出金 諸収入 

令和８ 193,392 57,409 39,046 96,937 

令和９ 79,237 19,809 22,887 36,541 

令和10 69,402 17,350 20,046 32,006 

令和11 45,081 11,270 13,021 20,790 

令和12 45,077 11,269 13,020 20,788 

計 432,189 117,107 108,020 207,062 

※特定財源 

国庫支出金：循環型社会形成推進交付金 

廃棄物処理施設の整備における国の交付金 

交付率は令和８年度1/3、令和９年度以降1/4 

     諸収入  ：ごみ広域処理構成市町村負担金 

秋田市以外の構成７市町村が負担する費用 
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３ 事業内容 

(1) 地歴調査       ：建設予定地の土壌汚染状況を調査 

(2) 測量・地質調査    ：建設予定地の測量・地質調査 

(3) 最終処分場整備検討  ：最終処分場の残容量確保に係る整備手法の検討 
(4) 排水処理施設改修検討 ：最終処分場浸出水処理施設の改修手法の検討 
(5) 基本計画策定     ：施設規模、配置、処理能力等の基本的事項の設定 

(6) 環境影響評価     ：新炉稼働に伴う環境影響分析、保全措置の検討 

(7) ＰＦＩ等導入可能性調査：本市に適したＰＦＩ等導入について調査、検討 

 

４ 事業スケジュール 

令和８年度 プロポーザル実施 

      地歴調査 

測量・地質調査 

最終処分場整備検討 

排水処理施設改修検討 

基本計画策定（～10年度） 
環境影響評価（～12年度） 

令和９年度 ＰＦＩ等導入可能性調査 
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ごみ処理施設建設準備室

総合環境センター平面図

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日
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（単位：千円）

233,552

233,552

 

116,776

充当額

5,161

2,859

6,990

19,894

53,514

1,355

2,843

1,170

14,674

108,460

1 地域ＥＳＣＯ事業 8,316

8,316

116,776

1 ごみ集積所の美化

2 生ごみ減量の促進   　　　　　　　　　　　　　 　事業費 2,902千円の内

予算決算委員会資料
令和８年 ３月 ５日
環 境 都 市 推 進 課

　秋田市廃棄物の処理および再利用に関する条例第32条の２第２項に基づき、
家庭ごみ処理手数料の歳入の総額およびその相当額の使途の内訳について公表
するものです。

塵芥処理費

Ａ＋Ｂ　= 233,552

3 集団回収の普及促進

4 資源化物の祝日収集

5 古紙回収の促進・支援

6 ごみ減量の情報発信

令和８年度 家庭ごみ処理手数料相当額の使途について（見える化）

 地球温暖化対策

Ａ　一般廃棄物処理施設整備基金積立金

活用施策

家庭ごみ減量等対策事業

家庭ごみ処理手数料歳入予算額

その他の環境対策事業　計　･･･②

Ｂ　活用施策合計＝①＋②

7 不適正排出対策

8 不法投棄対策　　　　　　　　　　　　　　　 　　 事業費 4,765千円の内

9 家庭ごみ処理手数料収納管理関連経費　　　　　　　事業費44,549千円の内

家庭ごみ減量等対策事業　計 ･･･①

その他の環境対策事業

相当額（一般財源）を環境施策等に活用

特定財源として直接充当
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